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１.研修参加の目的
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i-都市再生のメリット
 まちづくりの計画や効果を３Ｄの地図によって「見える化」する情報基盤。
 ＶＲ技術や地球地図、ビックデータ等を活用し、空間的、数値的な理解が直感的に得られる。
 まちづくりの課題や効果、将来像を地理情報やVR技術等を用いて住民や投資家等に対して
分かりやすく示すことが可能。

統計データを用いた都市構造の可視化を用いて本市を俯瞰的に観測し、
市民の安全・安心に資する新たな施策の立案・検討を行うことを目的とする。





２.本市の特徴と安心・安全な都市に向けた施策の検討
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夜間人口と昼間人口

問題点等
• 昼間人口は局所的に集中している。
• 道路の防災機能の向上を考えるのにあたり、夜間人口と昼間人口のバランスを考
慮する必要がある。

人口（夜間）
(a)

流入人口 流出人口 昼夜間人口比率
(a/b)

昼間人口
(b)

422,542 92,770 48,476 110.5% 466,836

豊田市の人口、流入・流出人口

（資料：平成27年 国勢調査 従業地・通学地集計）







４.まとめ
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 都市構造の可視化により、浸水区域と夜間人口などの関係が、空間的に把握することができ、新
たな施策の立案に役立った。

 高齢化の状況と交通事故のデータから、新たな交通事故対策の検討を実施した。

研修の結果

 市が有しているデータをメッシュ番号と紐づける必要がある。
 メッシュだけでなく、線形データ（道路など）も表示できると検討できる範囲が広がるのではないか。

今後の課題
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